平成　　年　　月　　日

事業計画書
事業所名　　　　
〒
住所

代表者　　　　　
事 業 計 画 書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　作成日　平成　　年　月　日  
作成者　
１．事業概要
	　事　 業　 形　 態
	1．個人事業　2．株式会社　３．その他

	　創業する個人または

　創立する会社の商号
	　　

	　事業所開設場所
	　　　　　　　　　　　　TEL      （　　）　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX　　　（　　）    

	　設 立 年 月 日
	平成　　年　　月　　日 (設立・開業・予定)

	　業　　　　　種
	飲食業：料理店
	取扱品
	日本料理

	　従　業　員　数
	　　　３名　うち　家族従業員　　　名　・　雇用従業員　　２名
　　　　　　　　　　パート・アルバイト　　　　名

	　資本金（元入金）
	万円
	E=MAIL

	　代　　表　　者
	　氏名　   
	年齢　　　歳
	株式数
	　　　　　株

	代表者のプロフィール
	調理師学校卒業後、割烹、和食店で修業する。趣味は器の収集、サッカー、音楽鑑賞。


２．創業の動機・経営理念・過去の経験・資格など

(1)創業の動機・目的（創業の動機、何をやりたいか、人生観・社会への貢献の考え方）
	・修行時代からの目標。
・敷居の高くない日本料理（コース料理）を提供する店を作りたい。

・若い世代にも日本料理をもっと食べてもらいたい。


	(2)経営理念・ビジョン（将来どのような事業にしたいか）

	・信頼され、愛される店であるために、努力し、協力し合う。

・そのために必要な料理、サービスを常に向上していく。

・誰もが楽しめる日本料理の追及。
・従業員同士が尊敬しあい、感謝の気持ちを持ち続ける。

・できるだけ地元の食材を使用。それによって地産地消に役立ちたい。

	(3)事業の経験・資格など

	・調理師免許、ふぐ調理資格を有する。
・調理の経験は１０年。
・保健所の許可を取得する。


３．市場環境と商品・サービスの特徴
(1)業界動向、事業の市場性、立地条件等

	●市場性、立地条件（マーケットはあるか、立地は適切か）

・界隈の中では一番落ち着いた雰囲気。
・一本裏道に入ったような立地。駅や主要な建物は比較的近い。
・一見客が入ることはあまり見込まれないが、落ち着いた雰囲気や食事を楽しみたい人には
適切な立地だと思われる。

・ビジネス街から歩いてくる人も多く、市場性は十分にある。


	●競合状況（競合する企業・店、競合商品は）

・この地域は店舗も多く、一般には競合状況は厳しいと思われる。が、落ち着いた雰囲気でゆっくりできる和食の店はあまりない。また、コース料理を提供している店に絞ると、同じような料理、業種は少ないと思われる。
・周辺の店は隠れ家的な雰囲気ではあるが、客の入りはあるように感じる。



	(2)事業のコンセプト

	●商品・サービスの特徴（他との違い、優れている点、顧客にとっての魅力）

・敷居の高くない、若い世代も含めたすべての人がたのしめる日本料理のコースを提供。
・素材を生かした料理から、新しい手法を取り入れた料理をバランス良く配置。
・ドリンクも食前～食後までの組み合わせを考え、常に期待感を持たせる。
・メニューをコースメインにすることで、同じ単価の店とは徹底的な差別化を企画。
・女性だけでも来店できる料理、サービスを提供。
・目の前で料理をしているところを見せ、安心感を与える。


	●ターゲットとする顧客（お客はだれか）

・２０代から中高年層まで。
・基本的に女性をターゲットにする。ビジネスパークで働くOL,中高年の女性、
またこの地域にショッピングやデートで訪れた人もターゲットになる。

この地域に来た人たちも十分に狙える

よって見込み客の数は相当あると考えられる。



４．創業計画の推進

(1)販売戦略

	●価格をどうするか（低価格政策、品質本位など）

・コース（５０００円）を前面に押し出す。粗利は６７パーセントで設定。
・食事までは要らないお客用に一汁三菜（３０００円・コースの樂盛まで）を置く。
・それにより、新規客に無理なく店の形態を理解してもらう。
・単品として、季節に応じた酒の肴、コースの食材を使った裏メニューを置く。

	●販売方法、販売体制、販売促進策

・開店当初はサイレントオープン。急に宣伝してうまく回せず、見込み客をがっかりさせないようにするため。
・知り合い、親戚、今までの常連さんに声をかけて来店していただく。
・営業に慣れてくるに従い、地元の見込み客をターゲットにチラシ、ショップカードの配布ぐるなびなどに登録するなどを行う。

・ブログをこまめに更新。店の宣伝ではなく、スタッフの日記、お客に対する気持ちなどを書き込む。QRコードをショップカード、名刺に印刷して常連客とのつながりを深くもつ。
メルマガの発行、手書きのお礼状、ＤＭによって自店の存在、企画をローコストでＰＲ。

	(2)仕入（生産）体制・方法

	・八百屋、魚屋、珍味屋などは今までのノウハウを活用。
・日本海からの魚を直送で使用。
・野菜も浪速の伝統野菜、京都の朝掘りタケノコなど、できるだけ地元の新鮮なものを使用する。

	(3)創業スケジュール

	・2009年9月、仕入れ業者の発掘、見積もり、選択。立地の特定。
　　　　10月、内装業者に見積もり、具体的な内装プランを練る。

　　　　11月、事業計画書の完成、政策公庫に提出。具体的な接客マニュアル決定。
　　　　12月、物件探し開始。自分の足でも極力探していく。
・2010年1月、物件見つかり次第現在の会社を退社。準備に取り掛かる。
　　　3～4月、○○オープン。


５．販売および仕入計画

(1)主な販売先

	　販売先（客層）
	商品・サービスの種類
	数量
	単価
	金額
	販売体制・条件

	オフィス客
家族連れ
カップル
	酒類を伴うコース料理

	
	5000

	5000

	

	(2)主な仕入先

	仕入先
	商品・原材料・サービス
	数量
	単価
	金額
	仕入体制・条件

	大阪削り鰹
ミート工房
平井漁港
	昆布、鰹節、乾燥食品
肉類
日本海の魚介類
	
	
	１５％
１０％
３０％
	現金払い。



６．創業資金計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	必　要　資　金
	　　　　　資 金 の 調 達

	　項　目
	　内　　訳　　
	　金　額
	 項　目
	　　内　訳
	　金　額　

	1 設備資金

（内訳）
改装工事費
　権利金
　保証金
　什器備品
　その他


	内装工事

照明器具

厨房設備

店舗看板
賃貸保証金

椅子、テーブル

食器類

レジ用品

電話、FAX等

その他
	1,000

1,000

1,000

300

1,200
500
1,000

100

20

500


	1 自己資金
（内訳）

手持資金
親戚縁者


	
	3,000

	2 
	
	
	小　計A
	
	3,000

	
	
	
	2 借入金計
（内訳）
公的機関

銀　　行
その他,
　

　


	国民政策公庫
	7,250

	　小　計A
	
	6,620
	3 
	
	

	4 運転資金
（内訳）
　仕入費
　賃金給料
　販売宣伝費
地代家賃

　水道光熱費

　開業費
　その他


	５日分

２か月分

２か月分

２か月分

２か月分
手持ち資金
	130
1,000

0

300

200

500
1,500

	
	
	

	0小　計B
	
	3,630
	小　計B
	
	7,250

	合計（A＋B）
	
	10,250
	合計（A＋B）


	
	10,250


７.開業後の見通し（月平均予測高）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位千円）
	
	　開業当初
	軌道に乗った後
	売上高・仕入高・経費の、　　　　

計算根拠を記入

	売上高
	2,000
	2,500
	＜開業当初＞
一日の売上8万円とする。
人件費は２５万の給与が２名分。
仕入れは粗利６７％で計算
福利厚生は雇用、労災保険。
利息は若年支援を使って年利１，６％で計算。
リースは予定なし。
開業当初は既存の常連客４名、親戚、知り合い４名、新規客６名で考え、一日平均売上６，４万円で計算。
　＜軌道に乗った後＞

１日の売上１０万円とする
客数は２０名予定。


	仕入高
	660
	825
	

	　　　　

経費
	人件費
地代・家賃

福利厚生
支払利息

租税公課

リース料

宣伝広告費

光熱費

交通・通信費
開発費
その他
	500

150

10

8

10

0

20

100

10

20
30
	　　　　　  500

150

10

 8

10

0

20

150

 10

 20
30
	

	合計
	
	
	

	営業利益
	482
	767
	


８．中期３カ年収支計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

	
	１年目
	２年目
	３年目
	　　計算の根拠など（３年目）

	①売上高
	24000
	26400
	27720
	・売上高

1年目月200万円、2年目220万円、その後は５％の売上増で計算。
・人件費

社員２名２５万円ずつで計算。
・家賃

月１５万円。
・支払利息

年利1.9％で計算。
１年目利息13,8万円

２年目利息580×0,019＝11

３年目利息435×0,019＝8,3

・減価償却費

創業資金計画から計算。３年で償却するとして年間221万円。
・返済額　　
725万円を5年で返済予定。

年間145万円で計算。

・所得税額は20％で計算。

	②売上原価
	8000
	8712
	9148
	

	③売上総利益①－②
	16000
	17688
	18572
	

	　④

経費
	人件費
	6000
	6000
	6000
	

	
	減価償却費
	2210
	2210
	2210
	

	
	地代・家賃
	1800
	1800
	1800
	

	
	租税公課
	120
	120
	120
	

	
	支払利息
	96
	96
	96
	

	
	水道光熱費
	1200
	1200
	1200
	

	
	宣伝・広告費
	200
	200
	200
	

	
	その他
	1200
	1200
	1200
	

	⑤経費合計
	12826
	12826
	12826
	

	⑥営業利益③－⑤
	3174
	4862
	5746
	

	⑦経常利益（外損益後）
	3174
	4862
	5746
	

	⑧法人・所得税等
	635
	972
	1149
	

	⑨当期利益（⑦－⑧）
	2539
	3890
	4597
	

	⑩減価償却費（④参照）
	2210
	2210
	2210
	

	⑪返済原資（⑨+⑩）
	4749
	6100
	6807
	

	⑫借入金返済
	1590
	1560
	1533
	

	⑬差引収入（⑪-⑫）
	3159
	4540
	5274
	

	⑭事業主報酬（個人）
	2400
	2400
	2400
	

	損益分岐点売上高
	
	
	
	

	＊法人の場合は、法人税等として⑦×40％計算・個人の場合は、所得税等として⑦×20％計算

	〔付記事項・・・初年度顧客獲得売上の裏付け等〕




９．創業への想い（決意）
	

	

	


１０．添付資料明細（店舗立地図・店舗レイアウト・ホームページ・パンフレツト・チラシ等）
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